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規

則

山
口
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
十
六
号

山
口
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
口
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

八
条
第
一
項
の
表
総
合
企
画
部
の
部
情
報
企
画
課
の
項
を
削
り
、
同
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

デジタ

デ
ジ
タ
ル

政
策
課

調
整
班

企
画
班

ル推進局

デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ

メ
ン
ト
推

進
課

行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
班

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
班

シ
ス
テ
ム
班

第
九
条
第
一
項
の
表
総
合
企
画
部
の
部
市
町
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

デジタル政策課

一

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
関
す
る
施
策
の
企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関

す
る
こ
と
。

二

高
度
情
報
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

三

官
民
デ
ー
タ
活
用
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
第
一
項
の
表
総
合
企
画
部
の
部
情
報
企
画
課
の
項
中
「
情
報
企
画
課
」
を
「
デ
ジ
タ
ル
・
ガ

バ
メ
ン
ト
推
進
課
」
に
改
め
、
第
三
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

二

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
第
一
項
の
表
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
の
部
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
の
項
中
「
観
光
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
」
を
「
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
」
に
改
め
、
同
表
土
木
建
築
部
の
部
道
路
建

設
課
の
項
第
五
号
中
「
有
料
道
路
の
」
を
「
広
域
的
な
道
路
の
整
備
に
関
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
六

号
を
削
り
、
同
部
住
宅
課
の
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
五
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
百
七
十
五
条
の
五
の
表
山
口
県
立
お
の
だ
サ
ッ
カ
ー
交
流
公
園
の
項
を
削
る
。

第
二
百
四
十
九
条
の
表
下
関
土
木
建
築
事
務
所
の
項
中

「

工
務
第
二
課

工
務
第
一
班

工
務
第
二
班

を
」

「

工
務
第
二
課

ダ
ム
建
設
課

工
務
第
一
班

工
務
第
二
班

に
改
め
る
。

」

第
二
百
五
十
条
第
一
項
の
表
建
築
住
宅
課
の
項
中
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
六
号
と

し
、
同
表
港
湾
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ダ
ム
建
設
課

一

ダ
ム
及
び
そ
の
関
連
施
設
の
建
設
工
事
の
調
査
及
び
企
画
に
関
す
る
こ

と
。

二

ダ
ム
及
び
そ
の
関
連
施
設
の
建
設
工
事
の
設
計
及
び
施
行
に
関
す
る
こ

と
。
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三

補
償
工
事
の
調
査
、
設
計
及
び
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
十
七
号

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
ト
中
「
記
名
押
印
」
を
「
記
名
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ヰ
中
「
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
本
文
」
を
「
第
十
八
条
の
十
七
第
一

項
」
に
改
め
、
同
号
ユ
中
「
ク
か
ら
マ
」
を
「
ヤ
か
ら
ケ
」
に
改
め
、
同
号
中
ユ
を
メ
と
し
、
ア
か
ら

キ
ま
で
を
サ
か
ら
ユ
ま
で
と
し
、
同
号
テ
中
「
若
し
く
は
受
注
者
、
自
主
施
工
者
、
特
定
工
事
を
施
工

す
る
者
」
を
「
、
元
請
業
者
、
自
主
施
工
者
若
し
く
は
下
請
負
人
」
に
、
「
若
し
く
は
解
体
等
工
事
に

係
る
建
築
物
等
若
し
く
は
」
を
「
、
解
体
等
工
事
に
係
る
建
築
物
等
、
」
に
改
め
、
「
現
場
」
の
下
に

「
若
し
く
は
解
体
等
工
事
の
元
請
業
者
、
自
主
施
工
者
若
し
く
は
下
請
負
人
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の

他
の
事
業
場
」
を
加
え
、
同
号
テ
を
同
号
ア
と
し
、
同
号
エ
中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
二
項
」
を

「
第
十
八
条
の
三
十
六
第
二
項
」
に
、
「
ク
又
は
ヤ
」
を
「
ヤ
又
は
マ
」
に
改
め
、
同
号
エ
を
同
号
テ

と
し
、
同
号
コ
中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
六
第
二
項
」
に
、
「
ク
又

は
ヤ
」
を
「
ヤ
又
は
マ
」
に
改
め
、
同
号
コ
を
同
号
エ
と
し
、
同
号
フ
中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
一

項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
六
第
一
項
」
に
、
「
第
十
八
条
の
二
十
七
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
二
」

に
改
め
、
同
号
フ
を
同
号
コ
と
し
、
同
号
ケ
中
「
第
十
八
条
の
二
十
六
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
一
」

に
、
「
ク
又
は
マ
」
を
「
ヤ
又
は
ケ
」
に
改
め
、
同
号
ケ
を
同
号
フ
と
し
、
同
号
マ
中
「
第
十
八
条
の

二
十
五
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
第
一
項
」
に
、
「
ク
又
は
ヤ
」
を
「
ヤ
又
は
マ
」
に
改
め
、

同
号
マ
を
同
号
ケ
と
し
、
同
号
ヤ
中
「
第
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
九
第
一

項
」
に
改
め
、
同
号
ヤ
を
同
号
マ
と
し
、
同
号
ク
中
「
第
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条

の
二
十
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ク
を
同
号
ヤ
と
し
、
同
号
オ
中
「
第
十
八
条
の
十
九
」
を
「
第
十

八
条
の
二
十
一
」
に
、
「
を
施
工
す
る
者
」
を
「
の
元
請
業
者
若
し
く
は
下
請
負
人
又
は
自
主
施
工

者
」
に
改
め
、
同
号
オ
を
同
号
ク
と
し
、
同
号
ノ
中
「
第
十
八
条
の
十
六
」
を
「
第
十
八
条
の
十
八
第

二
項
」
に
、
「
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
本
文
」
を
「
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
中

ノ
を
オ
と
し
、
ヰ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ノ

法
第
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
法
第
十
八
条
の
十
九
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
。

第
三
十
一
条
第
二
項
第
十
三
号
イ
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
（
法
第
二
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
六

十
一
条
第
一
項
（
法
第
六
十
三
条
第
二
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
四
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
号
ロ
中
「
第
三
条
」
を
「
第
五
条
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を

「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

ホ
中
「
第
五
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
へ
中
「
第
六
条
」
を
「
第
八
条
」
に

改
め
、
同
号
ト
中
「
第
七
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
第
八
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改

め
、
同
号
リ
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ル
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ハ
中
「
第

九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す

る
。第

三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
ト
中
「
記
名
押
印
」
を
「
記
名
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
第
七
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

第
六
十
条
第
一
号
中
ワ
を
カ
と
し
、
ヲ
を
削
り
、
ル
を
ワ
と
し
、
チ
か
ら
ヌ
ま
で
を
ヌ
か
ら
ヲ
ま
で

と
し
、
ヌ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

リ

条
例
第
十
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
爆
発
物
等
を
携
帯
し
、
又
は
運
搬
す
る
こ
と
を
許

可
す
る
こ
と
。

第
六
十
条
第
一
号
中
ト
を
チ
と
し
、
イ
か
ら
ヘ
ま
で
を
ロ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
ロ
の
前
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

イ

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
一
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
着
陸
料
等
の
全
部
又
は
一
部

の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
。

第
六
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
チ
を
削
り
、
リ
を
チ
と
し
、
ヌ
か
ら
ヲ
ま
で
を
リ
か
ら
ル
ま
で
と

し
、
ル
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヲ

会
計
規
則
第
百
八
十
四
条
第
二
項
（
会
計
規
則
第
百
八
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
札
保
証
金
等
の
受
入
れ
を
確
認
し
、
納
人
か
ら
入
札

保
証
金
等
を
収
納
す
る
こ
と
。

第
六
十
六
条
第
二
項
第
一
号
ソ
及
び
第
六
十
九
条
第
二
号
⒄
中
「
受
領
印
を
徴
し
」
を
「
氏
名
を
記

載
し
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
十
八
号

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
行
政
書
士
試
験
の
成
績
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

職
員
採
用
選
考
の
成
績
（
情
報
職
の
採
用
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

合
格
発
表
の
日
か
ら

一
年

総
合
企
画
部
デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
推

進
課

別
表
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修
了
試
験
の
成
績
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習
修
了
試
験
の
成
績

合
格
発
表
の
日
か
ら

一
月

山
口
県
農
林
総
合
技

術
セ
ン
タ
―
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こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
十
九
号

山
口
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
三
号
中
「
山
口
県
教
育
庁
」
の
下
に
「
（
山
口
県
乳
幼
児
の
育
ち
と
学
び
支
援
セ
ン
タ
ー

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
）
第
三
条
第
二
号
」
の
下
に
「
に
規
定
す
る
出
先
機
関
及

び
同
条
第
三
号
」
を
加
え
、
「
）
及
び
」
を
「
）
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
六
条
第
五
項
及
び
第
百
九
十
一
条
第
三
項
中
「
記
名
押
印
さ
せ
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
さ

せ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

山
口
県
訓
令
第
九
号

庁

中

一

般

各
出
先
機
関

山
口
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
口
県
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
山
口
県
訓
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

「

別
表
第
一
局
長
印
の
項
中

二
こ
ど
も
政
策
課
長

一
個

会
計
課
長

一
個

を
」

「

三
デ
ジ
タ
ル
政
策
課
長

一
個

こ
ど
も
政
策
課
長

一
個

会
計
課
長

一
個

に
改
め
、
同
表
課
長
印
の
項
中
「
六
三
」
を
「
六
四
」

」

に
、
「
六
〇
課
長
」
を
「
六
一
課
長
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
別
記
第
五
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「 

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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令
和
三
年
三
月
三
十
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
三
年
三
月
三
十
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


